












































































































































0．0 0．5 1．0 1．5脾Uラザーフ‐“◎L旬し←9基へLｰ脾JU－ダJ-rヒーワウ』、ー＝
R
E＝1．84“MBDA＝4.9
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ルは湯川型と線形の項から成っている。我々の有効理論で，モ
真空のエネルギーは減少する。それと，グルオン凝縮の実験値とを等しいと置いて，有
効理論の中のパラメータの値を決めた。図2は，デュアル・アーベリアン・ケージ場の
質量nlCと，中性モノポール場の質量rns力ざ，グルオン凝縮の実験値(2本の縦線の間の
領域)にどう依存するかをグラフであらわしたものである。クラブより,QCDの真空は，
第1種か，あるいは，第1種と第2種の境目あたりのデュアル超電導体であることが結
論される。
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以上のようにして，我々
は量子色力学の低エネルギー
有効理論（デュアル・ギン
ツブルク・ランダウ理論）
を構成した。これから研究
すべき問題をいくつかあげ
てみよう。まず，何故，閉
じ込め相でチャージド・グ
ルオンが無視できるのかを
説明すること。我々の有効
理論で，カイラル・シンメ
トリーカ計自発的に破れるこ
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とを証明すること。量子色力学のモノポールカボどうやって凝縮を起こすのかを説明する
こと等。
論文審査の結果の要旨
当該学位論文に関し，平成2年2月2日に審査方針の打ち合わせを行い，更に口頭発
表の後2月14日論文内容について協議した結果以下の通り判定した。
現在強い相互作用を有する素粒子群，ハドロンはクォークと呼ばれる構成要素から成
り，量子色力学(QCD)に従うと一般に考えられている。しかし,QCDは高エネルギー
領域ではハドロン現象を良く説明するが，低エネルギー領域においては，構成要素であ
るハドロンが独立の粒子としては存在しないという閉じこめ等の基本的性質を説明する
ことにまだ成功していない。これに関して超伝導のBCS理論の類推から，クォークが独
立に存在する相と異なる閉じ込め相を想定する模型が提唱されている。特に“色電場”
がしぼられるdualMaissner効果によって閉じ込めを説明する模型が有望視されている。
本論文はその様な模型の中で，ケージ群のアーベル射影に基づく単極子の凝縮によっ
て相転移が生ずるという観点に立って,QCDの低エネルギー有効理論を与えるdual
Ginzburg-Landau方程式を構成し,それを用いてQCDの真空及びクォーク,反クォー
ク間の力などを論じ，それがハドロンの諸現象を原理的に説明しうるものであることを
示している。
この模型は参考論文の共著者鈴木によるものであるが，申請者はその初期の段階から
この研究グループに加わり，特にクォーク，反クォーク間の力の解析的導出や，数値計
算のある部分については独自の寄与をしている。
以上の理由から申請者は学術博士の学位を授与するに値するものと判定する。
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